
ＳＮＳ等に係る被害防止について
学校では生徒全員がこの夏休みを楽しく、充実したものとするため、交通事故や水難事故の防止

や友人だけでの花火などの火遊びの禁止といったこれまでの注意事項に加え、最も危機感をもって
指導していることはＳＮＳ等に係る被害の防止についてです。報道にもありました通り、今年度、
本県において、ＳＮＳ等で知り合った人物が中学生を監禁した疑いで逮捕される事案が発生してい
ます。ＳＮＳ等の出会いには危険が潜むことを十分に理解させ、ＳＮＳ等で出会った人に直接会う
ことは絶対にしないよう、ご家庭からもお子さんに直接ご注意ください。また、被害だけでなく、
いかなる理由があっても、プライベートパーツとなる体等の一部を撮影した画像や動画を、相手に
求めたり、相手に送信することのないよう併せてご注意ください。
なお、詳細については生徒に配付しました下欄の資料をご覧ください。（HP 版「浮舟」からは直

接下欄のリンク先からご覧いただけます。）よろしくお願いいたします。
〔別添１〕チラシ（ネットには危険がいっぱい）
〔別添３〕【中高生向け】法務省リーフレット

【教育目標『自律』『創造』『協働』重点目標「互いの良さを認め、学び合いを通して自己を高めよう」】
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課題を追い求める夏休みに！
本日をもって第Ⅰ期の前半が終了し、明日から３３日間（含む土、日、祝日）

の夏休みとなります。生徒たちにとって夏休み直前まで一日体験活動に取り組

んだり、終業式や通知表のないまま長期休業を迎えることは、これまで経験の

ない不思議な感覚となっているかもしれません。もちろん保護者の方々にも、少なからず戸惑

いの気持ちをお持ちの方がいらっしゃることと思われます。しかしこの機会を、ぜひ「学び直し」

の大きなチャンスと捉えていただきたいと思います。例年この時期に出されていた各教科の成

績（評定）が先延ばしになり、この夏休みに学び直す時間を確保することで、学習内容の理解

をより確実なものにできるため、生徒たちにとって有利に働くことは明白です。やや自虐的な

表現かもしれませんが、学校教育の難しさの一つに時間の制約があります。本当はもっと時間

をかけて生徒一人一人の学びに寄り添うことで、より深い学びに到達できると感じる場面が往

々にして見られます。プラモデルで例えるなら、一度作り上げたら次に進んでしまうのが一斉

指導を専らとする学校教育であり、「本当の組み立てる力」を養わせるのであれば、一度完成

したプラモデルをまた分解させ、再び自分の力で組み立てさせることが非常に重要なプロセス

であり、この時間こそ多くの学校教育の時間で欠けている部分と言えます。数学であれば解け

た問題や類似した問題にもう一度最初から取り組み、改めて自分の理解度の確認をこの夏休み

に行うことで、本当の意味で「解く力」が身につきます。その力をもって夏休み明けすぐに行

われる第Ⅰ期期末テストに臨むことができれば、その時の評定は真の解く力の証明となること

でしょう。学校では生徒の学び直しの機会として、「スタディサプリ」を活用した比較的取り

組み易い復習を夏休みの課題としています。分からないところや間違えて覚えてしまっている

ところは動画を視聴することで、学び直しができます。お子さんのスタディサプリを活用した

この「学び直し」の様子についてご家庭でもご覧いただき、励ましの声かけをお願いします。さ

らに、スタディサプリを学習の基盤にすえながら、例えば繰り返し書いて覚

えることや冊子の問題集に取り組むなど、お子さんの学習状況に応じた独自

の課題も非常に効果的と考えます。新しい生徒の夏休みの学習課題は、１か

ら１０まで学校から与えられるものではなく、自分や家庭で必要な学習を考

え、取り組む課題の余地を持っています。課題（宿題）に追われるのではな

く、課題を追い求める夏休みとなるよう、よろしくお願いいたします。



【一日体験活動ダイジェスト 7/17,18】
【３年福祉体験（こども園訪問）】

【１年郷土学習（６年生との交流～梅ジュースづくり）】

【２年職場体験学習・５組「道の駅なみえ」陶芸教室】


